






要約:小児における HTLV-Ⅰの感染成立の自然史を明らかにすることを目的とし、HTLV-Ⅰ

抗体陽性妊産婦に対して授乳停止を促し、児へのウイルス感染予防のためのコホート研究

を実施している。すでに 49 例の児を 3才まで追跡しているが、完全に授乳を停止したのは

25 例で全例陰性、残り 24 例は母乳を続けていたが、そのうち 2例(1 割)が抗体陽性を示し

ていた。現在も本調査研究を継続中である。 

追加報告(ATL 全国実態調査):厚生省がん助成金下山班の全国共同研究として実施された

第 4次実態調査に続き、今年度は第 5次実態調査を行った。参考資料として主な解析結果

を表 2-4 に示す。第5次調査で患者登録精度の向上が ATL の好発地域で観察された。同地

域で参加施設の選択による登録漏れを検討するため、200 床以下の病院にも依頼し、施設

数を 3倍に増やしたが患者数の増加は1割で、主に患者は大病院で治療されていることが

示唆された。 


